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【スマートＩＣ事業について】
国土交通省 北陸地方整備局 新潟国道事務所
調査課長 太田 峰誉 （内線451)
電話 ０２５－２４４－２１５９（代表） ＦＡＸ ０２５－２４６－７７６３

【準備会の内容について】
胎内市役所 総合政策課
総合政策課長 高橋 晃
電話 ０２５４ー４３－６１１１（代表） ＦＡＸ ０２５４－４３－２８６８

お 問 い 合 わ せ 先

胎内市では、日本海沿岸東北自動車道の中条ＩＣ～荒川胎内ＩＣ間において
スマートインターチェンジの設置を検討しています。
国土交通省では、平成２７年６月３０日に国として必要性が確認できる箇所

として胎内スマートインターチェンジ※を選定し、今年度より国が調査を実施
する「準備段階調査（直轄調査）」を実施します。
当スマートインターチェンジの計画的かつ効率的な準備・検討を進めること

を目的として、「第１回胎内スマートインターチェンジ※準備会」を開催しま
すのでお知らせ致します。

１．日 時：平成２７年７月２９日（水） １３：３０～１４：３０

２．場 所：中条グランドホテル ２階 富士

３．参加機関：胎内市、新潟県、東日本高速道路（株）新潟支社、
新潟国道事務所

４．議 事：（１）挨拶（胎内市長）
（２）胎内スマートＩＣ準備会の設立趣意について
（３）胎内スマートＩＣ計画地の周辺概要について
（４）意見発表（新潟中条中核工業団地関係者）

(株)新潟ジャムコ：工場長
（近隣立地企業）

(株)クラレ新潟事業所：総務部長
◇報道関係の皆様へ

・本第１回準備会は、公開を予定しています。
・なお、胎内市長等への囲み取材は会議終了後に対応させていただきます。

胎内スマートインターチェンジ※の設置に向け
準備や検討を行う第１回準備会を開催します

※胎内スマートインターチェンジの名称は仮称であり、正式な名称は、新規事業化後に地元や利用者のご意見を踏まえて決定されます。



広域的検討

概略検討

詳細検討

新規事業化 （国）
整備計画決定 （国）

連結許可 （国→地方自治体）
国による整備補助
（機構への補助）

地区協議会の開催 （国・会社・地方自治体）

実施計画書の策定・提出 （地方自治体→国・機構・会社）

開 通

国による準備段階調査
（直轄調査）

地方自治体での検討
（地整、会社で適宜応相談）

・ＩＣの必要性
・周辺道路の現況・整備方針の確認 等

・ＩＣの社会便益及び利用交通量
・ＩＣの位置・構造
・周辺道路の整備計画 等

・ＩＣ及び周辺施設の詳細設計
・整備費用及び負担区分
・管理・運営方法 等
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ＩＣの必要性等の確認

○ スマートＩＣの準備段階（地方での計画検討・調整段階）において、国として必要性が確認できる箇所等について、
箇所を選定し、国が調査（直轄調査）を実施。

○ 選定された箇所では、関係機関で構成される「準備会」を新たに設置しつつ、調査・検討の一部を国が担うことで、
地方での計画的かつ効率的なスマートＩＣの準備・検討を推進。

スマートインターチェンジの準備段階調査について 別添⑦
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